
我が国の動物検疫と感染症
野生動物を取り巻く３０年

生息数・生息域の拡大の背景と原因

第二部大規模感染症予防・制圧体制検討分科会

獣医学分科会・食の安全分科会

髙井 伸二
北里大学名誉教授



過去３０年間の新興・再興感染症

• 腸管出血性大腸菌・食中毒細菌・寄生虫：家畜・畜産物→ヒト

• HIV, SARS, エボラ出血熱等 多数 ：野生動物→ヒト

• SFTS, 日本紅斑熱、ダニ熱 ：野生動物⇄ダニ→ヒト

• 腸管出血性大腸菌(1996) : 牛・食肉→ヒト

• 口蹄疫(2000, 2010)  92年ぶりの発生 ：畜産物・飼料→牛・豚

• 牛海綿状脳症:BSE (2001) ：畜産物・飼料→牛

• 鳥インフルエンザ(2003) 79年ぶりの発生：野鳥→家禽→ヒト

• 豚熱(2018) 27年ぶりの発生 ：畜産物→野生動物⇄豚

まさかの野生イノシシから豚への全国規模での拡散中！

• アフリカ豚熱：畜産物→国際線発着空港まで侵入（2019）



動物検疫は、動物の病気の侵入を防止するため、世界各国で行われている検疫制度
動物と肉製品などの畜産物を対象に輸出入検査



動物検疫所の水際対策は、これまで機能してきたが・・
輸入禁止品の不法な持込を水際で防ぐことは極めて困難

カ ンボジア
初発生：2019年3月22日
発生数：豚13件
（直近の発生：2019年7月8日、豚）
豚飼養頭数：約190万1967頭

ラ オス
初発生：2019年6月2日
発生数：豚159件、野生いのしし2件
（直近の発生：2020年9月29日、豚）
豚飼養頭数：約429万8000頭

ミ ャ ンマー
初発生：2019年8月1日
発生数：豚11件
（直近の発生：2021年6月1日、豚）
豚飼養頭数：約1919万2640頭

ベト ナム
初発生：2019年2月1日
発生数：豚8813件
（直近の発生：2020年9月10日、豚）
豚飼養頭数：約2202万7858頭

イ ンド ネシア
初発生：2019年9月4日
発生数：豚675件
（直近の発生：2020年2月11日、豚）
豚飼養頭数：約906万9892頭

モンゴル
初発生：2019年1月9日
発生数：豚11件
（直近の発生：2019年2月6日、豚）
豚飼養頭数：約2万4531頭

中国
初発生：2018年8月3日
発生数：豚196件、いのしし6件
（直近の発生：2021年12月12日、豚）
豚飼養頭数：約4億650万頭

香港
初発生：2019年5月2日
発生数：豚5件、野生いのしし2件
（直近の発生：2021年9月1日、野生いのしし）
豚飼養頭数：約16万頭

北朝鮮
初発生：2019年5月23日
発生数：豚1件
（直近の発生：2019年5月23日、豚）
豚飼養頭数：約230万6000頭

フ ィ リ ピン
初発生：2019年7月25日
発生数：豚729件
（直近の発生： 2021年6月5日、豚）
豚飼養頭数：約1279万5721頭

韓国
初発生：2019年9月17日
発生数：豚21件、野生いのしし1875件
（直近の発生： 2021年12月30日、野生いのしし）
豚飼養頭数：約1107万8032頭

東ティ モール
初発生：2019年9月9日
発生数：豚126件
（直近の発生：2019年12月17日、豚）
豚飼養頭数：約44万4897頭

アジアにおけるアフ リ カ 豚熱の発生状況
： 2018年8月以降発生があっ た国、 地域

： 発生箇所

2022年1月17日時点

出典：OIE-WAHIS(Animal disease eventsおよびQuantitative data)、各国当局HP
発生日：OIE報告による発生が確認された日
飼養頭数：FAO統計(2020)による
赤字は更新箇所

イ ンド
初発生：2020年1月26日
発生数：豚11件
（直近の発生：2020年4月23日、豚）
豚飼養頭数：約885万2111頭

マレーシア
初発生：2021年2月8日
発生数：豚22件、野生いのしし48件
（直近の発生：2021年12月1日、野生いのしし）
豚飼養頭数：約187万6029頭

ブータ ン
初発生：2021年5月6日
発生数：豚3件
（直近の発生： 2021年5月6日、豚）
豚飼養頭数：約1万7577頭

タ イ
初発生：2021年11月25日
発生数：豚1件
豚飼養頭数：約753万6066頭

発生がないのは台湾と日本だけとなった！



順位 国名 件数 割合

1 中国 50456 45.80%

2 タイ 8730 7.90%

3 大韓民国 6979 6.30%

4 台湾 5972 5.40%

5 フィリピン 5900 5.40%

6 ベトナム 3602 3.30%

7 香港 3576 3.20%

8 アメリカ合衆国 2151 2.00%

9 ドイツ 1183 1.10%

10 オーストラリア 1015 0.90%

総件数 110058

2019 携帯品による輸入禁止品等の検疫状況
(上位10か国)

89件からアフリカ豚熱ウイルスＤＮＡを検出
２検体からウイルスも分離された！！！



旅行者の国 陽性数

中国 69

ベトナム 11

カンボジア 4

フィリピン 4

ラオス 1

合計 89

検査方法 陽性数

税関検査 32

口頭質問 22

探知犬 29

申告 6

合計 89

製品 陽性数

ソーセージ 72

豚肉製品 8

ジャーキー 6

ベーコン 1

燻製 1

生肉 1

合計 89

ASF発生国からの旅行者の持ち込み禁止品からのASF遺伝子の検出

重量 陽性数

〜0.2kg 16

〜0.4kg 15

〜0.6kg 16

〜0.8kg 10

〜1kg 5

〜2kg 12

〜3kg 9

>3kg 6



空港・港 陽性数
成田 17
中部 16
新千歳 12
羽田 11
那覇 10
岡山 7
関西 6
仙台 2
博多港 2
広島 2
福岡 2
大阪港 1
静岡 1
合計 89

中国出発空港 検出数

上海 31
北京 8
大連 7
瀋陽 5
杭州 4
青島 3
天津 3
広州 2
長春 2
延吉 1
深圳 1
南京 1

ハルピン 1
合計 69

中国のどこから出発し、どこで入国したか？

日本国内のどこ
で発生しても驚
かない！

豚飼育数ランキング
1．鹿児島県
2．宮崎県
3．千葉県
4．茨城県
5．群馬県
6．北海道
7．岩手県
8．青森県
9．栃木県
10．愛知県





最も恐れるシナリオ

• 2019年当時は、国内侵入は時間の問題だと思われていた。

• 新型コロナウイルス感染症で海外旅行者が止まった。

• 新型コロナによる規制撤廃で海外旅行者の増加
• 動物検疫の網をくぐり抜けてASFウイルスが国内に侵入

• ASFVが含まれる残飯が野生イノシシに

• 野生イノシシから家畜の豚に伝播（ＣＳＦと同様）
• 現時点での撲滅手段は摘発淘汰のみ（ワクチンがない）
• 日本の養豚業は壊滅状態となる

• 生ワクチンはベトナム製があり、現在試行中（日本でも開発中）



中国の豚肉生産量の見通しと価格の推移

• ASFは強力な伝染力と致死率の高い家畜伝染病

• 殺処分以外の対策は存在しない→本年ベトナムで生ワクチン開発

• 2018 年に中国で初のASF発生が確認され、その後中国全土に拡散

• 2019 年から大規模な殺処分により豚の飼養頭数が激減した。

• 2019年8月以降から卸売り価格は2倍以上に上昇し、高止まりに推移

• 豚肉生産量は2020年に激減し、回復の見通しは、遅い



日本で、何が起こっているのか？
過去30年間に日本の野生動物は急激に増加した

↓
過去には予想しなかったヒトや家畜への病原体の伝播経路となる

↓
例えば、野生動物の増加→ダニの増加→SFTSの症例数増加



表 全国シカSFTSV抗体検出、遺伝子検出

抗体検出(ELISA) 
Cut-off値＝0.390

遺伝子検出(RT-PCR)

検査頭数 陽性頭数 陽性率(%) 検査頭数 陽性頭数 陽性率(%)
北海道 25 0 0 - - -
青森 22 1 5 21 0 0
岩手 66 0 0 - - -
宮城 135 21 15.6 - - -
福島 4 0 0 - - -
栃木 81 0 0 - - -
群馬 159 0 0 78 0 0
千葉 107 24 22.4 73 0 0

神奈川 37 2 5 - - -
山梨 171 15 8.8 - - -
長野 200 4 2.0 - - -
岐阜 401 5 1.2 204 0 0
静岡 138 15 10.9 - - -
三重 104 13 12.5 - - -
滋賀 141 17 12.1 - - -
京都 96 18 19 - - -
兵庫 155 40 25.8 - - -

和歌山 160 83 51.9 - - -
鳥取 42 6 14 - - -
島根 75 47 62 - - -
広島 37 24 65 - - -
山口 793 466 58.8 - - -
香川 55 1 2 52 0 0
愛媛 73 18 25 42 0 0
高知 36 8 22 - - -
大分 36 3 8 - - -
宮崎 30 22 73 - - -

鹿児島 64 11 17 - - -
計 3443 864 25.1 470 0 0

前田健（感染研）「厚労科研：野生鳥獣由来食肉の安全性の確保とリスク管理のための研究（代表：髙井）」

シカの抗体陽性率
↓

SFTS患者の分布に一致

シカ SFTS患者届け出数



前田健（感染研）「厚労科研：野生鳥獣由来食肉の安全性の確保とリスク管理のための研究（代表：髙井）」

表 全国のイノシシ血清中のSFTSV抗体と遺伝子の検出

抗体検出(ELISA)
Cut-off値＝0.160

遺伝子検出(RT-PCR)

検査頭数 陽性頭数
陽性率

(%) 検査頭数 陽性頭数
陽性率

(%)
青森 4 0 0 4 0 0

栃木 170 2 1.2 - - -
群馬 46 0 0 46 0 0

千葉 75 5 7 75 0 0

岐阜 144 4 2.8 68 0 0
富山 148 13 8.8 65 0 0
京都 2 0 0 - - -

和歌山 297 114 38.4 100 0 0
山口 676 267 39.5 - - -

香川 96 36 38 96 1 1
愛媛 122 33 27.0 115 1 0.9
大分 46 14 30 46 0 0
鹿児島 5 3 60 - - -
熊本 182 130 71.4 - - -
沖縄 97 5 10 - - -
計 2110 626 29.7 615 2 0.3

イノシシ
SFTS患者届け出数

イノシシの抗体陽性率
↓

SFTS患者の分布に一致



本日の話題提供

• 野生動物の生息数増加と生息域の拡大がヒトや家畜の
伝染病の伝播に影響を及ぼすことが想定されます。

• 増加に至るまでには、それなりの原因と背景がある。
• 本日は、その原因と背景を解説します。
• 残念ながら、その解決は大変難しい。

【狩猟期間】
11月15日～ 2月15日

【有害鳥獣駆除期間】
狩猟期間外 2月16日～11月14日



世界での新興感染症出現要因 日本の野生動物増加要因

開発と過疎 ヒトの進出、土地利用の拡大 過疎化、耕作放棄地の拡大

破壊と放置 森林伐採による破壊 中山間地放牧地・人工林の放置

行動範囲 野生動物生息圏へヒトの侵入 山を下る野生動物 林縁部

生物環境 生物多様性の損失
野生動物・外来生物種繁殖増加
→生物多様性の損失

社会環境 ヒト・モノの移動・輸送増加 少子高齢化・限界集落・粗放化

気候変動 媒介昆虫生息域の拡大 積雪量減少・生息域の北上拡大

捕獲圧 頂点捕食動物の減少 野犬の減少・狩猟者高齢化減少

表1 我が国の野生動物を取り巻く環境の変化とその要因



シカ 4万→60万: 15倍イノシシ 7万→64万: 9倍

アライグマ 1991年の捕獲頭数9頭 → 2017年は5万5千頭：６千倍！

捕獲頭数

農水省発表資料



日本の野生大型哺乳動物の推定棲息数（最新）

• ヒグマ 10,600 ± 6,700 頭（北海道H27）

• ツキノワグマ 3,565-95,112 頭（中央値14,159頭）

• ニホンジカ 142-260万頭（中央値189万頭）

• エゾシカ 67万頭（北海道庁の推定値）

• イノシシ 58万～111万頭（中央値80万頭）

環境省発表資料



シカとイノシシの分布拡大 1978→2020
赤い点が2020年度に生息確認された所

❑ ニホンジカ

東北、北陸、中国地方
で新たに生息が確認さ
れた地域が多く存在し、
分布が拡大。

❑ イノシシ

東北、関東、北陸地方
で新たに生息が確認さ
れた地域が多く存在し、
分布が拡大。

環境省発表資料



青森県で新たに生息が確認された！
３年間で３倍となった

秋田県・岩手県・山形県も
生息域が拡大中！

青森県発表資料環境省発表資料



秋田県イノシシ目撃
2011年 ２頭
2021年 ２５９頭
129倍！
既に遅すぎる？

秋田県発表資料



青森県と秋田県での拡大が半端でない！
青森県はこの3年間で目撃件数が２倍に！

青森県発表資料

環境省発表資料



秋田県シカの目撃 2009年２頭 → 2021年１６６頭（８８倍） これも手遅れか？

秋田県発表資料



豚熱ウイルス陽性 イノシシの分布2018年9月19日

2019年9月9日

2022年8月3日

初発の岐阜県から東西南北方向に拡散

北上中

西の方向にも

農水省発表資料 西は山口県、北は岩手県まで到達



シカによる農作物と森林の被害
令和2年度農業被害額161億円、シカによる被害は全体の43％



剣山
（高知県鳥獣対策課提供）

大台ヶ原

2008年2002年

ニホンジカの採食圧による森林の下層植生の衰退

令和2年の森林被害は６千ヘクタールで７割がシカによる

岩手県の早池峰山や秋田・青森県の白神山地周辺の自然植生への影響が懸念！

奈良と三重県境



イノシシによる農作物・果樹の被害
令和2年度農業被害額161億円、イノシシによる被害は全体の35％



鳥獣保護法の改正(H26)：保護から管理へ！
生息数を減少させ、生息地を縮小させること！



シカとイノシシ
繁殖・食性・行動



ニホンジカの繁殖

• シカ科シカ属ニホンジカ Cervus nippon

７地域亜種（エゾ・ホンシュウ・キュウシュウ・ツシマ・マゲ・ヤク・ケラマ）

• 体重 ♂50 - 200kg、♀25 - 80kg

• 交尾期 秋

• 性成熟 １年半

• 妊娠期間 約２２０日 ５-７月頃に一頭を出産

• オスの小鹿は母親とともに１-２歳まで行動

• 繁殖率 1歳で90％、2歳以上でほぼ100％

• 年に16−20％の勢いで増加。

• 4−5年で個体数は倍となる



日本におけるニホンジカの採食植物・
不嗜好性植物リスト

橋本佳延・藤木大介 人と自然 Humans and Nature 25: 133−160 (2014)

• 対象植物 143科900種

• 採食植物 114科646種（72%）

• 不嗜好性植物 68科135種（15％）

• どちらにも 119科 62種 （7％）

• 採食植物群キク科(60 種) バラ科(41 種) イネ科(31 種)

• リョウブ, ナナカマト,゙ ヒノキ, ミズナラ, タラノキ, ノリウツキ,゙ アオタモ゙, スズ
タケ, ガマズミ, スギ, ヒサカキ, タンナサワフタギ

• 不嗜好性植物キク科 ( 8 種 )サトイモ科 ( 7 種 )シソ科 ( 6 種 )

• アセビ, イヌガシ, イワヒメワラビ,シキミ, ホウロクイチゴ, ナンキンハゼ,  

サンショウ, ウラジロ, イズセンリョウ

80％の種類の植物がシカに食べられる → 生物多様性への影響



種類数 2001年67種 → 2014 年29種 (43%) ↓
個体数 2001年2,093    → 2014 年326   (16%) ↓
生息密度 2001年34個体 →2014 年5個体(15%) ↓

チョウ（幼虫）の食草がシカに食べ尽くされた！



イノシシの繁殖

• 鯨偶蹄目イノシシ科 Sus scrofa

• 体重 ♂～100kg ♀～80kg

• 交尾期は12月から1月 妊娠期間は約120日

• 出産は通常１年に春１回。一夫多妻制
• 産仔数平均4.5頭ほど（2- 8頭）。

• 半数は3か月齢以内に死亡。

• 初産齢 2歳。

• 野生での寿命は10歳前後（オス6歳、メス10歳）

イノシシの幼少期は天敵が多く、この
縞模様は春の木漏れ日の下では保護色
を成す



兵庫県におけるニホンイノシシの基本的繁殖特性
兵庫県ワイルドモノグラフ 辻と横山

２歳以上で毎年妊娠

初産は２頭、それ以降は毎年４頭以上
→繁殖力が極めて高い！

受胎のピークは１月下旬、出産は６月上旬
→繁殖に５ヶ月の変異幅がある！→ウイルスの循環



我が国で野生動物が急増した理由は？

諸説あります



野生動物が増加した複数の要因

１．森林伐採（中山間の放牧地の増加）

２.   人工林の放置（棲家の拡大）

３．人工林が取り巻く放牧地（近いえさ場）

４．耕作放棄地・限界集落・人の減少

５．地球温暖化による暖冬（北限が北上）

６．狩猟圧の低下（狩猟免許所持者の激減：1975年51.8万人→2014年19.6万人）

７．頂点捕食者の消失（オオカミの絶滅 1905年）

８．野犬の減少（1974年118万7千頭→2019年3300頭：99.7%減）

依光良三（2011）シカと日本の森林 築地書館
高槻成紀（2015）シカ問題を考える バランスを崩した自然の行方 ヤマケイ新書
前迫ゆり（2015）シカの脅威と森の未来 シカ柵による植生保全の有効性と限界 文一総合出版
梶 光一（2017）日本のシカ：増えすぎた個体群の科学と管理 東京大学出版会



森林伐採（皆伐）
一時的にシカ類のエサ植物の増加
一時的にシカの個体数の増加

↓
人工林の樹齢別面積の増加

↓
林冠閉鎖：植生変遷

↓
エサの減少

↓
山を下る野生動物

↓
野生動物の棲息域に影響

40年後の収穫適齢期

農水省発表資料

人工林の植樹面積の増加



なぜ野生動物は分布を広げるのか：
人工林の初期は個体数が増える！

• 人工林が野生動物にもたらした影響は非定常的だった！

• →植栽木の成長と供に変化

• →成長の早いスギ・ヒノキなど単一針葉樹の植栽（単層林施業）

• →林冠閉鎖した林床の光環境を劇的に回復

• →草木類・木本種（低木性・蔓性の陽樹）を繁茂させる（林冠ギャップ）

• →多くの哺乳類に共通した好適な餌資源

• 餌資源の重量比で、ニホンジカでは6倍、カモシカでは4—9倍

• ニホンザルは生育密度比で3倍となった。

• 餌資源の大幅な増大は環境収容力を高め、個体数増加に寄与

第一ステージ：
伐採・植林で個体数増加の理由

この植生で増える



• 餌資源の大幅な増大は環境収容力を高め、個体数増加に寄与
• 餌環境の改善効果の持続は概ね植栽後10～15年程度でピーク

• 植栽木の成長→林冠ギャップの減少→餌資源の急減→

• 林冠閉鎖した人工林→増加した野生動物を支えきらなくなる

• →移動・分散能力の優れた大型種

• →山から里へと個体の群れの行動圏が移出（階層２の変化）

• もしくは生息地利用が拡大（階層３の変化）

図１ 森林伐採後の植生遷移とシカの餌供給量の推移

なぜ野生動物は分布を広げるのか：
林間閉鎖で餌が減り、山を下る野生動物

第二ステージ：
林冠閉鎖で餌が減少→山を下る

下草が生えない



中山間の牧草地はシカのエサ場
千葉県・富津市 酪農家の牧草地：箱わなも効果なし！

シカの嫌いな植物だけが残っている・・・

千葉県はキョン（特定外来生物）が2001年閉園の私立観光施設から県内12市町村に拡散
平成27年時点で、推定生息数の中央値は約5万頭・・・・捕獲頭数2500頭

東京都伊豆大島：大島公園から逃げたキョン・・・・毎年800頭前後捕獲



野生動物が増加した複数の要因

１．森林伐採（中山間の放牧地の増加）

２.   人工林の放置（棲家の拡大）

３．人工林が取り巻く放牧地（林縁部：近いえさ場）

４．耕作放棄地・限界集落・人の減少

５．地球温暖化による暖冬（北限が北上）

６．狩猟圧の低下（狩猟免許所持者の激減：1975年51.8万人→2014年19.6万人）

７．頂点捕食者の消失（オオカミの絶滅 1905年）

８．野犬の減少（1974年118万7千頭→2019年3300頭：99.7%減）

依光良三（2011）シカと日本の森林 築地書館
高槻成紀（2015）シカ問題を考える バランスを崩した自然の行方 ヤマケイ新書
前迫ゆり（2015）シカの脅威と森の未来 シカ柵による植生保全の有効性と限界 文一総合出版
梶 光一（2017）日本のシカ：増えすぎた個体群の科学と管理 東京大学出版会



戦後、何が起こったのか？

• シカの異常増加を考える
• 揚妻直樹
• 生物科学 65(2) 108-116 2013年10月

野生動物にとって資源が乏しく，そのために個体数が抑制されていた可能性
がある（Agetsuma 2007, 揚妻 2010）．しかし，戦後しばらくすると集落周辺
の環境は激変した．1960 年代の燃料革命によって薪炭利用が著しく減少
し，・・・・・さらに国全体の産業構造が変化して，農業人口・農地面積は
減少していった．そのため無立木地や疎林，放棄された田畑では植生遷移が
進行し，広葉樹林が発達していった．つまり，集落周辺に野生動物にとって
良好な生息地が増えていったのだ（Agetsuma 2007）．そして，良好な生息地
が農地に隣接していることで，野生動物が恒常的に農業被害を起こすように
なったと考えられる．

林縁部と防護柵

林縁部が農地に隣接するようになった！



拡大造林
↓

個体数を
増やした

↓
山を下る

農業人口減少
限界集落
耕作放棄地

↓
エサがある

奥山に 紅葉踏みわけ鳴く鹿の 声きく時ぞ 秋は悲しき
猿丸大夫は9世紀末の三十六歌仙の一人。この時代に、既に、里山と奥山の区別があった

林縁部が農耕地に接近してしまった・・・ 相乗効果

里山

奥山

揚妻論文



はげ山だらけの日本：里山の原風景

里山とは荒れ地である

昔は、どうだったのか？

上 大正末期の足柄峠
下 近年の姿

山梨県甲州市 明治末の集落と里山

平塚・府中（静岡）歌川広重1832年



耕作放棄地の増加と鹿・猪の増加数は正比例の関係

雑談：クリミアコンゴ出血熱の初発は1944年にクリミア半島で、戦争中に荒廃した農地に
進駐した旧ソ連軍兵士の間で発熱性疾患の集団発生であった。戦時の放棄農地で野生動物
数が急増しマダニ数も増加したことで接触の機会が増えたことによると考えられている。

シカの捕獲頭数



分布の拡大：山を下る野生動物
里山のアンダーユース→放置・劣化

• 農村の空洞化とは、
• 単に人口の社会減・自然減だけでなく、
• 耕作放棄地の増加、空き家の増加（土地の空洞化）、
• 集落機能の消失（むらの空洞化）、
• 居住継続意欲の低下（誇りの空洞化）、への連鎖。
• 最終的に無居住化 →近未来の日本の過疎地域？

• この連鎖が始まると住民主体の侵入防止策は行き詰まる
• 人影がまばらで、目立った侵入防止策を講じていない集
落には山を下った野生動物は滞在できる

• →原発事故による帰還困難区域で図らずも実証！



強制的
空洞化の果て
＝放置による劣化



野生動物が増加した複数の要因

１．森林伐採（中山間の放牧地の増加）

２.   人工林の放置（棲家の拡大）

３．人工林が取り巻く放牧地（近いえさ場）

４．耕作放棄地・限界集落・人の減少

５．地球温暖化による暖冬（北限が北上）

６．狩猟圧の低下（狩猟免許所持者の激減：1975年51.8万人→2014年19.6万人）

７．頂点捕食者の消失（オオカミの絶滅 1905年）

８．野犬の減少（1974年118万7千頭→2019年3300頭：99.7%減）

依光良三（2011）シカと日本の森林 築地書館
高槻成紀（2015）シカ問題を考える バランスを崩した自然の行方 ヤマケイ新書
前迫ゆり（2015）シカの脅威と森の未来 シカ柵による植生保全の有効性と限界 文一総合出版
梶 光一（2017）日本のシカ：増えすぎた個体群の科学と管理 東京大学出版会



狩猟者数は40年間で半減→狩猟圧低下

装薬銃（ライフル銃及び散弾銃）

銃が減ってわな猟が増加！

60歳以上が６３％



ニホンオオカミの絶滅

１．1732年以降に海外から狂犬病が侵入

２．ニホンオオカミ生息地の減少（明治以降）

３．ジステンパーの流行（1900年頃）

４．1905年絶滅

日本で畑を荒らすシカやイノシシを退治し
てくれるオオカミは農民にとって守り神の
存在でした。事実、神社にはオオカミを
祭っていることが多いです。

もののけ姫では犬神

犬神＝狼 山の神



野犬の捕獲・殺処分
→里山に野生動物が増えた一因？

環境省HPデータ

犬の殺処分数は過去40年間に
109万頭から2,000頭へ激減！

全国の犬・猫の殺処分数の推移



野生動物が増加した複数の要因

１．森林伐採（中山間の放牧地の増加）

２.   人工林の放置（棲家の拡大）

３．人工林が取り巻く放牧地（近いえさ場）

４．耕作放棄地・限界集落・人の減少

５．地球温暖化による暖冬（北限が北上）

６．狩猟圧の低下（狩猟免許所持者の激減：1975年51.8万人→2014年19.6万人）

７．頂点捕食者の消失（オオカミの絶滅 1905年）

８．野犬の減少（1974年118万7千頭→2019年3300頭：99.7%減）

これらの要因が、それぞれの地域の地理的・地勢的特徴に応じて、
複合的・相加的・相乗的に作用し、野生動物の増加となったと推察



ジビエとは狩猟で得た天然の野生鳥
獣の食肉を意味する言葉（フランス
語）

ヨーロッパでは貴族の伝統料理

ここまで増えると・・・
自然の恵みとして、利用するしかない！



１．ジビエ利用モデル地区

ジビエカーを駆使して良質なジビエを生産
｢空知地区･長野市･美作地区｣で導入

３．全国ジビエプロモーション

２．国産ジビエ認証制度

○ 認証機関として、（一社）日本ジビエ振興協会及びジビエラボラトリー（株）の２法人が登録済み。

○ 認証施設として、これまでに26施設が認証済み。

2013

ジビエ利用拡大に向けた主な取組

○ 鳥獣対策交付金を活用して、捕獲から搬送･処理加工、販売までがしっかりとつながったジビエ

利用モデル地区の整備を進め、順次本格稼働。また、モデル地区の取組を他地区へ横展開。

○ 国産ジビエ認証や道府県認証を取得し、衛生管理を徹底。

ジビエのインターネット販売サイト
「HELLO!ジビエ」

〈認証基準〉

●厚生労働省の「野生鳥獣肉の衛生

管理に関する指針（ガイドライン）」

に基づく衛生管理の遵守

●カットチャートの遵守 ●表示ラベルの記載事項の遵守 ●トレーサビリティの確保

金属探知機によ
る弾丸や金属片
の確認 施設で個体ごとに個体識別番号を付し

捕獲～処理～保管～出荷に至る一連の
記録を管理・保存

○ 専用ポータルサイト「ジビエト」を開設し、ジビエに関する情報を発信。
：ストーリー性を重視したPR動画を国内向け､インバウンド向けに作成･発信。
：各種イベント情報やジビエメニュー提供飲食店の取材情報等を発信。

○ ジビエを提供する飲食店等が参加する､全国レベルのジビエフェアを開催。

：全国ジビエフェア（11/1～３/21開催、全国約1,100店舗が参加）(R2実績)

：県域等でジビエフェアを開催した14道府県と連携し、参加飲食店等をPR(R2実績)
○ ジビエ特設ＥＣサイトを開設し、ジビエを購入できる環境を整備（R2.7~）

認証を取得した
事業者は、認証
機関に認証マー
クの使用申請を
行うことで、認
証マークを使用
可能

出荷製品に掲載する情報「カットチャート」に基づくカット







家畜伝染病予防法
飼料安全法

家畜伝染病予防法
飼料安全法



野生鳥獣肉の衛生管理に関する
指針（ガイドライン）



海外の衛生管理規定との比較
国 狩猟者が少量の

野生鳥獣肉を個
人的な範囲で消
費する場合

狩猟者が野生鳥獣
肉を販売用に卸す
場合

狩猟者または事業
者が狩猟用飼育動
物を販売用に卸す
場合

日本 なし H26年野生鳥獣肉の衛
生管理に関する指針
(ガイドライン)に
沿って自治体で整備

なし

イギリス 適用外 法令で規制 法令で規制

フランス 適用外 法令で規制 法令で規制

アメリカ 適用外 禁止 法令で規制

オーストラリア 適用外 法令で規制 基準で規制

ニュージーランド 適用外 法令で規制 法令で規制

狩猟用飼育動物：Farm-raised  オジロジカ、ミュールジカ、エルク、プロングホーン、イノシシ
エルク：2300農場、シカ：1.1000農場、バイソン1,100農場

推定市場規模エルク183億円、シカ1220億円

野生動物：Free-ranging



表   わが国で発生生し

た

野生生鳥鳥

獣 ⾁

⾁

を

原因と

し

た食食中毒事例例 2-4,9 1 

病原体 報告年年 発生生場所  原因 喫食食者 

(人人) 

患者 

(人人) 

死者 

(人人) 

腸管出⾎⾎性

⼤⼤腸

菌

  

1997 ⼭⼭形県  エゾシカ⾁⾁の刺刺⾝⾝  11 4 0 

2001 福岡県 シカ⾁⾁の刺刺⾝⾝ （⼤⼤分県 ) 4 2  0 

2009 茨 城県 シカ⾁⾁の刺刺⾝⾝  11 1  0 

サルモネラ 1987 ⻑⻑⻑崎県  シカ⾁⾁の刺刺⾝⾝  32 28 0 

2000 ⼤⼤分県  シカ⾁⾁の琉琉球 14 9  0 

野兎病 2008 千葉葉県 野ウサギの解体処理理 - 1  0 

E 型肝炎 2003 兵庫県 シカ⾁⾁の刺刺⾝⾝  7 4  0 

2003 鳥鳥取県  イノシシ肝臓の刺刺⾝⾝  2 2  1 

2003 ⻑⻑⻑崎県  イノシシ焼き⾁⾁ 12 5 0 

2005 福岡県 イノシシ⾁⾁ 11 1  0 

2005/6 愛知県 イノシシ⾁⾁ 4 4 0 

2010 静岡県 イノシシ肝臓の刺刺⾝⾝  2 2 0 

2010 静岡県 シカ⾁⾁の刺刺⾝⾝  1 1 0 

2010  松⼭⼭市 イノシシ⾁⾁の刺刺⾝⾝  1 1 0 

旋⽑⽑⾍

⾍
症

 

(トリヒナ) 

1974 ⻘⻘森県  ツキノワグマ⾁⾁の刺刺⾝⾝  30 15 0 

1979 北北海道  エゾヒグマ⾁⾁の刺刺⾝⾝  94 12 0 

1981 三重県 ツキノワグマ⾁⾁の刺刺⾝⾝  413 172 0 

2016 茨 城県 クマ⾁⾁の

ロ

ースト  31 21 0 

2018 北北海道  クマ⾁⾁（推 定）  3 3 0 

2019 北北海道  クマ⾁⾁のロ ースト  8 6 0 

住⾁⾁胞

⼦

⼦⾍⾍ 2015 滋賀県 シカ⾁⾁のあ ぶり  17 10 0 

2017 茨 城県 シカ⾁⾁ユッケ（岩⼿⼿県) 1 1 0 

2018 和歌⼭⼭ シカ⾁⾁・

肝

臓の 刺刺⾝⾝  3 3 0 

マンソン孤

⾍⾍症 

1976 ⼤⼤阪府  イノシシの刺刺⾝⾝  1 1 0 

1988 兵庫県 イノシシの刺刺⾝⾝  1 1 0 
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野生鳥獣由来食肉の安全性に関する研究(2011-13 15-17,18-20 代表：髙
井)

狩猟・運搬･処理 解体・処理
加工・調理・販売・

消費

野生鳥獣が保有する病原体
（ウイルス･細菌・寄生虫・衛
生動物）の汚染状況に関する
研究

処理施設における解体
処理工程での微生物汚
染防止に関する研究

食品製造や調理段階にお
ける食品リスクの軽減に

関する研究

①国内のシカ、イノシシ等が保有す
る病原体（細菌・ウイルス・寄生
虫・衛生動物）汚染状況
②狩猟者・処理者へ人獣共通感染症
への暴露状況調査
③異常が認められた個体の病原体・
病理組織検査

①拭き取り検体を用いた
野生鳥獣枝肉並びに食肉
処理施設の衛生評価
②ガイドラインに基づく
衛生的な処理方法につい
ての検証

①ジビエ肉の調理にあた
り、他食品への交差汚染の
危害性を検討
②ジビエ肉の調理法として
望ましい加熱条件の設定
③冷凍等応用処理法

①全国規模での病原体汚染状況の
把握（継続）・分子疫学情報
②カラーアトラスの充実（継続）
③狩猟者・解体者のバイオセキュ

リティ確保

①捕獲獣の処理施設の衛生管
理指針の策定
②処理施設におけるリスク要
因リストの策定
③各工程での微生物汚染防止
④加工・処理者の安全性確保

①ジビエ肉の適切な取り扱
い方法の提示
②ジビエ肉の調理にあたり
望ましい加熱条件等の例示
③ジビエの食としての安全

野生鳥獣由来食肉について食品等としての安全性に関する情報の収集、整理、分析及び提供



イノシシとシカにおけるＥ型肝炎の調査
我が国で最も詳細な野生動物のデータがあるのはこれ！

千葉県
5.5％

群馬県
2.1％

兵庫県
1.8％

山口県
2.4％

大分県
4.3％

千葉県
49％

群馬県
42％

栃木県
5.5％

岐阜県
5.6％

富山県
9.5％

兵庫県
20.7％

和歌山
０％

山口県
21.6％

愛媛県
20.5％

香川県
22％

大分県
18％

鹿児島
20％

熊本県
3.3％

沖縄県
０％

イノシシＥ型肝炎ウイルス抗体陽性率

イノシシＥ型肝炎ウイルス遺伝子陽性率

シカＥ型肝炎ウイルス抗体陽性率

シカＥ型肝炎ウイルス遺伝子陽性率

山口県
0.1％

山口県
0.3％

北海道
0％

青森県
0％

千葉県
0％

群馬県
0％

岐阜県
0％

長野県
0％

山梨県
0％

愛媛県
0％

香川県
0％

鹿児島
0％

イノシシの抗体陽性率は地域で異なる
シカでの感染状況はイノシシよりも低い

厚労科研費・研究成果：前田健



外来生物種の問題



もう一つの問題：外来種の野生化

• エキゾチック動物：世界中で
• 4万頭の霊長類、

• 4百万頭の野鳥、

• 64万頭の両生類、

• 3億５千万匹の魚類が

• 毎年世界中で取引されている。
• 日本にも毎年数百万の動物が輸入されている

意図的導入
非意図的導入

国外由来の外来種
国内由来の外来種



日本の外来種対策
• 特定外来生物等一覧（環境省ＨＰ）
• 哺乳類（２６種）
• 鳥類（７種）
• は虫類（２１種）
• 両生類（１５種）
• 魚類（２６種）
• 昆虫類（２５種）
• 甲殻類（６種）
• クモ・サソリ類（７種）
• 軟体動物等（５種）
• 植物（１９種）

（1）捕食・競合による在来生物への影響
例）マングース，アライグマ等

（2）植生の破壊
例）ヤギ，イエウサギ等

（3）遺伝的なかく乱
例）タイワンザル，アカゲザル，

（4）農林水産業への被害
例）外来雑草，ブラックバス等

（5）生活環境・人身への被害
例）アライグマ等

（6）感染症の媒介
例）家畜伝染病等の媒介動物となる
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アライグマの捕獲頭数の推移

北海道 埼玉県 千葉県 大阪府 長崎県 茨城県 福島県 東京都 山梨県 岐阜県 山口県 栃木県

北海道・埼玉県・千葉県・長崎県・茨城県で急増！
この１０年間で２０倍以上に増えた？



ヌートリア アライグマ ハクビシン

アメリカミンククリハラリスハリネズミ





アライグマの感染症

• アライグマの原産地北米フロリダ：1940年代狂犬病の流行

• ウイルス：狂犬病、犬ジステンパー、日本脳炎、SFTS

• 細菌：結核、リステリア症、レプトスピラ症

• 原虫：トキソプラズマ、トリパノゾーマ

• 寄生虫：アライグマ回虫

採食時には前肢を器用に使う。アライグマの英名 raccoon は、北米
アルゴンキン族インディアンの Ah-ra-koon-em(手でこする人の意) 
という語が語源。学名の lotorも「洗うもの」という意味に由来。
アライグマの「ものを洗うような仕草」は，飼育下で水から遠ざけ
られた場合に頻発するために一種の葛藤行動と考えられており、実
際に洗っているわけではない。



日本のコウモリ
世界には９６０種類、日本には３７（３５）種が生息。その多くが絶滅危惧種
アブラコウモリ、キクガシラコウモリなど主なのは６種
日本におけるコウモリから新興感染症のリスクは低い？



コウモリの特徴
自然史 進化年代 6400万年

種の数 1,422種 哺乳類6,400種
地理的分布 極地を除くすべての大陸といくつかの海洋島
生息地 葉、空洞化した木、岩の隙間、洞窟、人間の構造物
生態的役割 受粉、種子散布、害虫駆除
最大コロニーサイズ 2000万匹のメキシコオヒキコウモリ（Tadarida brasiliensis）、

ブラッケン洞窟（テキサス州））
餌 果物、花蜜、花粉、昆虫、げっ歯類、両生類、魚、血液
繁殖パターン 二峰性繁殖、季節性繁殖、無季性繁殖
体温調節 恒温、異温、休眠、冬眠
空間把握能力 視覚、エコーロケーション、磁気受容
寿命の記録 ≥41歳以上（ブラントコウモリ（Myotis brandtii）、シベリア産）
体の大きさ（翼幅） 29mm～1.7m
体重の範囲 2g～1.6kg
冬眠中の体温 ≤5.8 ℃
冬眠中の心拍数 10～16 拍/分

飛行と移動 移動距離 最大2,000 km
飛行中の体温 ≥41 ℃
飛行中の心拍数 最大1,066回/分（静止中の4−5倍）
エネルギー需要 1時間あたり最大 1,200 カロリー

生理的適応 代謝率の比較 同サイズの運動する哺乳類と比べて2.5～3倍高い（飛行中）
飛行中の代謝量増加 最大34倍の基礎代謝
酸化的リン酸化反応 ミトコンドリア23.08%、核内OXPHOS遺伝子4.90%に正の淘汰

表1 コウモリの自然史と生理的特徴



• 5,000頭以上の冬眠集団
洞窟の位置と行動範囲

• 推定全体数
• 186,000-216,000頭

• 新潟県の繁殖地と千葉
県の冬眠地は300km離
れている。

• この距離は凄い！

奈良教育大学附属自然環境教育センター紀要 (2009)

Detection and Characterization of Bat Sarbecovirus
Phylogenetically Related to SARS-CoV-2, Japan  2020
Shin Murakami et al. Emerg Infect Dis. 26(12):3025-3029.   

岩手県内の洞窟
コキクガシラコウモリ



何で、コウモリなのか？
コウモリの特殊性：ウイルスのレゼルボア

１．コウモリは種類が多く、哺乳類(4,600種）の約20％

コウモリ目18科202属1,116種（トップは齧歯類）

２．地球上の広範囲に棲息：哺乳類では齧歯類に匹敵

３．哺乳類の中では比較的原始的な生物

→多くの哺乳類が持つ遺伝的特質の原型を保持

→他の哺乳類へ感染する能力を持ちやすい

４．唯一の飛翔性哺乳類→広い移動 (最大2,000km)

５．冬眠。ウイルスもコウモリとともに越冬

６．体格に比べて寿命が長い：30年以上もいる

７．腫瘍形成率が低い

８．臨床疾患を呈さずにウイルスを宿す能力＝リザーバーホスト

９．コウモリの宿主防御システムと免疫寛容を支えるメカニズム



雑談：コウモリ由来の新興感染症

ウイルス 分類 新興感染症
コロナウイルス sRNA +鎖 SARS-CoV・CoV-2, MERS
リッサウイルス sRNA -鎖 狂犬病
フィロウイルス sRNA -鎖 エボラ出血熱
パラミクソウイルス sRNA -鎖 ヘンドラ、ニパウイルス感染症



Global distribution of the predicted number of ‘missing zoonoses’ by order
未だ見つかっていない感染症の地理的分布

K J Olival et al. Nature 1–5 (2017) doi:10.1038/nature22975

反芻獣

霊長類

肉食獣

コウモリ

齧歯類

全野生動物

南アメリカで、今後、多くの共通感染症の発生が予想される！

他より一桁上



豚のコロナウイルス流行の歴史

年代 1945 1971 2003 2012 2016 2019

感染症名 伝染性胃腸
炎

豚流行性下
痢

重症急性呼
吸器症候群

中東呼吸器
症候群

ブタ急性下
痢症候群

新型コロナ
ウイルス感
染症

病原体名 Transmissible 
gastroenteriti
s virus (TGEV)

Porcine 
epidemic 
diarrhoea
virus (PEDV) 

SARS 
coronavirus 
(SARS-CoV) 

MERS 
coronavirus 
(MERS-CoV) 

SADS 
coronavirus 
(SADS-CoV) 

SARS-CoV-2

属 Alphacoron
avirus

Alphacoron
avirus

Betacorona
virus

Betacorona
virus

Alphacoron
avirus 

Betacorona
virus

自然宿主

中間宿主

コウモリ？

豚

コウモリ？

豚

キクガシラ
コウモリ
ハクビシン

コウモリ

ラクダ

コウモリ

豚

コウモリ

不明

発生地 米国 イギリス 中国・広東
省

サウジアラ
ビア

中国・広東
省

中国・武漢

７日齢以下
致死率100%

哺乳豚
致死率100%

５日齢以下
致死率90%

妊娠母豚へのワクチン接種
乳汁免疫で防御



Virus Evol, Volume 3, Issue 1, January 2017, vex012, https://doi.org/10.1093/ve/vex012

The content of this slide may be subject to copyright: please see the slide notes for details.

Figure 2. Maximum likelihood phylogenetic reconstructions for all partial CoV RdRp fragments 
for both the Quan (Panel ...

ヒト

ニワトリ

マウス

ブタ

SARS

MERS

コウモリ分離コロナウイルスの系統樹の中にヒト、ニワトリ、ブタ、マウスのウイルスが散在
→コウモリ由来ウイルスが家畜等に伝播し、それぞれの動物間に定着したのか？？？

https://doi.org/10.1093/ve/vex012


図2：中国全土のブタのと畜場の数とコウモリの分布
2017年2月、中国広東省の商業養豚場で哺乳子豚の重症水様性下痢症の発生が報告
ブタに感染するコウモリ由来コロナウイルスの出現→養豚場での感染リスク

Bat-Origin Coronaviruses Expand Their Host Range to Pigs Liang Wang, Trends in Microbiology 2018



ブタはヒトやネコ、イヌ、ウマ、水鳥などの他の動物と頻繁に接触しており、理論上、種を超えたウ
イルス感染を促進する機会が多く存在する（豚インフルエンザウイルスと同じように）
コウモリ由来のコロナウイルスが種の壁を越えてブタに感染している

↓
ブタがヒトの新型コロナウイルスの中間宿主となるか？

↓
2018年の予想は外れたが・・可能性はある

今、振り返ると、
中国としては
大胆な予想だった？！

swine enteric alphacoronaviruses (SeACoVs)



年間生産羽数 650億羽
飼育羽数 230億羽

↓
生息数世界一の動物

大規模養鶏場化と飼養羽数の増加



野生動物のプリオン病

病名 動物種 発生地域 初発記録

ｽｸﾚｲﾋﾟｰ 羊、山羊 豪州、NZ以外世界各国 １７３０年頃

クールー 人(ﾌｫｱ族） ﾊﾟﾌﾟｱﾆｭｰｷﾞﾆｱ １９００年頃

ﾔｺﾌﾞ病（CJD） 人 世界各国 １９２０年

ｹﾞﾙｽﾄﾏﾝｰ・ｼｭﾄﾛｲｽﾗｰ・ ｼｬｰ
ｲﾝｶｰ病（GSS）

人 世界各国 １９２６年

伝達性ミンク脳症 ミンク 北米、欧州 １９４７年

シカ慢性消耗性疾患(CWD)
シカ、
オオシカ

北米 １９６７年

ﾈｺ海綿状脳症 ﾈｺ 英国 １９９０年

シカ慢性消耗性疾患（CWD）では、数年の潜伏期間の後、痩せる、衰弱する、よだ
れを垂らすなどの症状が出て、3～4か月で死に至りる。
近年、諸外国ではCWDのシカ科動物間における感染拡大が報告。

わが国での発生はない。ジビエの観点から、北海道のエゾジカも注意が必要！



シカ慢性消耗性疾患
(CWD)の発生状況

韓国では、2001年に、
カナダから輸入した
アメリカアカシカで
発生2018−19年にも
発生

フィンランド、ノル
ウェー、スウェーデン
のヘラジカでの発生

1967年コロラド州で初発例
1978年にプリオン病と確定
現在、急速に拡大中
アメリカ：約3000万頭の鹿が生
息



野生動物の取り扱いが疎かな訳

• 農水省
• 農村振興局・農村環境課・鳥獣対策室
• 鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別措置に関する法律

• 消費・安全局動物衛生課

• 家畜伝染病予防法（家畜の他に、シカ、イノシシは含む）

• 都道府県 家畜保健衛生所 野生動物は対象外

•
• 環境省 鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律

• 都道府県 鳥獣保護管理事業計画 頭数管理

• 厚労省 と畜場法 食品衛生法

• 都道府県 食肉検査所 保健所 健康安全研究センター等

• 野生鳥獣肉（ジビエ）の安全性

• 野生鳥獣肉の衛生管理に関する指針（ガイドライン）



日本獣医師会の役割と職域別課題への具体的な対応
境 日本獣医師会雑誌2022年8月号





国の研究機関に
米国国立野生動物ヘルスセンター
フランス国AFSSAナンシー研究所
英国環境・食糧・農村地域省(defra)
スウェーデン獣医研究所：スウェーデン農業大学獣医学部に隣接・供用

大学に
スペイン野生動物研究センター
オランダ国ユトレヒト大学野生動物衛生センター
スイス・ベルン大学魚類野生動物衛生センター
カナダ共同野生動物ヘルスセンター：国内５大学・獣医学部に設置



わが国では・・・
• 野生動物学研究室のある獣医学部・農学部は？
• 北海道 北大・帯広畜産大・酪農学園大

• 東北 北里大・岩手大

• 関東 農工大・日大・日獣大・麻布大

• 中部 岐阜大

• 中国 山口大・鳥取大

• 九州 鹿児島大・宮崎大

• 病原体のサーベイランスを研究テーマとしている訳では無い。寧ろ、生態学。

• 研究拠点は？
• 兵庫県立大 森林動物研究センター

• 北大 人獣共通感染症研究センター

• 農工大 感染症未来疫学研究センター

• 鳥取大 鳥由来人獣共通感染症疫学研究センター

• 岐阜大 野生動物管理学研究センター

• 宮崎大 産業動物防疫リサーチセンター

• 対象となる野生動物と病原体は研究機関の目的と所属教員の研究テーマの範囲



継続的な野生動物研究調査の必要性

• 研究補助金等で、期限付きで、動いているもの
• 厚労科研「野生鳥獣由来食肉の食中毒発生防止と衛生管理ガイドラインの改
良に資する研究（令和3−5年度）」

• 中央畜産会「令和4年度野生獣衛生推進体制促進事業」農水省

• 研究調査拠点のネットワーク化・・直ぐに出来る
• 野生動物学研究室＋関連研究室 地方の研究協力者ネットワーク

• 各種大学の付属研究センター

• 農業・食品産業技術総合研究機構 動物衛生研究部門・・各自治体

• 研究材料の共同利用と保存システム（バーチャルでよい）
• 野生動物疾病センター(Center for Wildlife Disease Surveillance)



海外観光客
研修生

農水畜産製品
エキゾチック
家畜・伴侶・
野生動物

渡り鳥

国外

野生動物疾病センター（データバンク・バイオバンク）
Center for Wildlife Disease Surveillance

動物検疫所

野生動物
林野から

↓↓↓
家畜の飼育環境
ヒトの生活環境

外からの脅威 内からの反乱

シカ
イノシシ
クマ
サル
都市キツネ
外来生物種


